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１ 前年度指摘事項等に対する措置等 

（１）勧告事項 

   該当なし 

 

（２）指摘事項 

   該当なし 

 

（３）監査意見 

   該当なし 

 

（４）決算審査意見 

   該当なし 

 

２ 前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況 

   該当なし 

 

３ 職員の定員、現員調べ 

（県民参画協働課→県民課） 

種別 

 

区分 

事務職員 技術職員 現業職員 合 計 

備  考 6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

定   員 8 18     8 18 
 

 

現   員 

（3） 

7 

（4） 

17 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（3） 

7 

（4） 

17 

育休1人(R5)、 

派遣職員3人 

(派遣元：ナレッ

ジサポート) 

過不足(△) △1 △1     △1 △1 
 

 

臨 時 的 

任 用 職 員 
0 0     0 0 

 

 

会 計 年 度 

任 用 職 員 
3 2     3 2 

不当要求行為等

対策専門員1人、 

事務補助2人 

 

（協働参画課） 

種別 

 

区分 

事務職員 技術職員 現業職員 合 計 

備  考 6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

6.4.1 

現 在 

5.8.1 

現 在 

定   員 10 0     10 0 
 

 

現   員 
（0） 

10 

（0） 

0 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（ ） 

 

（0） 

10 

（0） 

0 

 

 

過不足(△) 0 0     0 0 
 

 

臨 時 的 

任 用 職 員 
0 0     0 0 

 

 

会 計 年 度 

任 用 職 員 
0 0     0 0 
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４ 役付職員の調べ 

 県民課                                （令和６年７月１日現在） 

職    名 氏    名 在 職 期 間 備    考 

課長 中島 始子 
年 

0 

月 

11 

 

 

課長補佐 栗本 明子 
 

2 

 

3 

 

課長補佐 片山 博紀 
 

2 

 

3 

 

課長補佐 森 直樹 
 

1 

 

2 

 

課長補佐 横川 弘美 
 

0 
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協働参画課                               （令和６年７月１日現在） 

職    名 氏    名 在 職 期 間 備    考 

課長 足立 多恵子 
年 

0 

月 

3 

 

 

課長補佐 金田 健志 
 

0 

 

3 

 

課長補佐 福田 雄一朗 
 

0 

 

3 

 

課長補佐 船石 恵子 
 

0 

 

3 

 

 

 

 

  



 

3 

 

５ 主な事業に関する調べ 

（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

県民参画推進事業 3,640    3,640 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 SDGsゴール（17 パートナーシップで目標を達成しよう） 

政策項目 － 

１ 事業の目的、概要 

地方自治の原点として制定した県民参画基本条例（平成２５年制定）の基本理念に基づき、多様化

する県民の意見を県政に取り入れることで、県民と県が連携し、協力する関係を築き、鳥取県ならで

はの県民の参加と協働による民主的で公正な県政を実現する。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）県民の声推進費 

県政に対する提言、要望、苦情等を広く県民から募集し、行政への県民参画を推進するとと

もに、県民からの提案、意見を積極的に施策に反映した。 

  【令和５年度の受付件数】 

受付件数 意見数 

1,248 件 2,057 件（うち新型コロナウイルス感染症に関するもの 42 件） 

（前年度 1,767 件） （前年度2,948件）（うち新型コロナウイルス感染症に関するもの865件） 

     ※受付件数：電話、電子メール、郵便等で意見、提言等を受け付けた件数。 

     ※意 見 数：受け付けた意見、提言等の数。１件の受付で、複数の意見、提言等が寄せ 

られる場合があるため、受付件数とは一致しない。 

 

（２）広聴実施事業 

ア パブリックコメント・県政参画電子アンケート等 

県の主要施策や重要な条例等の立案にあたり、趣旨や内容を広く県民に公表して意見を求めるほ 

か、登録会員に対してインターネットを利用したアンケート調査等を実施して県民の意向を速やか

に把握するとともに、県民の県政参画を促進した。 

項 目 パブリックコメント 電子アンケート 県民意識調査 

実施件数 30 件（前年度 17 件） 12件（前年度10件） 1 件（前年度 1 件） 

意見等状況 意見件数 1,549 件 

（前年度 470 件） 

平均回答率56.6％ 

（前年度59.3％） 

回収率 56.9% 

（1,706／3,000） 

主な実施テーマ ・鳥取県学校教育DX推進計画案 ・新型コロナウイルス感染症 ・重点施策への関心・認識 

 ：空き家対策 

イ 出前説明会 

     県が重点的に取り組んでいる事業や県民の関心が高い課題などについて、県職員が県民の集会等 

に出向いて説明し、県民の県政に対する理解の促進を図るとともに、県民の生の声を聴いて施策に 

反映させた。（実施テーマ数：264、156 回開催、参加者のべ 6,372 人） 

 

（３）県政モニタリング事業 

「人口減少対策について」をテーマに県政モニターから「県民目線・県民感覚」による意見・提

案等をいただき、担当所属において次年度の予算要求や事業実施に反映させた。 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）事業目標 

   広聴機能を充実し、県民の参画による県政を推進する。 

 
（２）成果 

ア 県民の声推進費 
令和４年 12 月から令和５年 11 月に寄せられた意見、提言等について、令和６年度当初予算及

び令和５年度補正予算で 13 事業に反映した。また、予算以外に 56 件の施策が改善された。 
〔予算への反映（例）〕 



 

4 

 

  ・鳥取県小児救急電話 24 時間相談対応事業（令和 6 年 4 月から実施の小児医療費の完全無償化に伴
うコンビニ受診等の懸念の払しょく及び小児救急医療体制のひっ迫回避を図るため、「とっとり
子ども救急ダイヤル（＃8000）」の相談受付時間を 24 時間 365 日に拡充した） 

イ 広聴実施事業 
（ア）パブリックコメント・県政参画電子アンケート等 

パブリックコメントでいただいた意見のうち、194件を政策等に反映した。 
    （内訳：反映した＝194、既に盛り込み済＝298、今後の課題＝119、 

対応できない＝102、その他＝836） 
（イ）出前説明会 

重点事業や県民の関心が高い課題について直接説明するとともに、参加者と意見を交換し、県
民の県政参画を推進することができた。 

ウ 県政モニタリング事業 
テーマ「人口減少対策について」(モニター５名) 
〔提案〕IJUターンにつながる都市圏の若者に対する効果的な情報発信と関係人口から移住への取込

みを行う。 
〔対応〕SNSのフォロワー数が多く発信力のある「とっとりdiaryインフルエンサー」による情報発

信や本県の就職情報等を配信するスマートフォンアプリ「とりふる」等を活用し、県外の
若者や学生に対し本県の魅力について情報提供を行うことでIJUターンに繋げる。また、移
住者の起業を支援するとともに県内の大学等と連携して県内企業を知ってもらう機会を創
出するなどして関係人口の取込みを行う。 

 
（３）課題 

ア 県民の声推進費 
県民の声制度では、寄せられた意見等を真摯に受けとめ県政に活かすべく努めることとし

ているが、回答内容や匿名意見への対応に対する意見も寄せられていることから、各所属に
対して、県民から寄せられる意見の適切な取り扱いについて周知徹底していく必要がある。 

イ 広聴実施事業 
（ア）パブリックコメント・県政参画電子アンケート等 

統計的な信頼度を維持するために必要な電子アンケート会員の確保や県民意識調査の回
収率の向上に引き続き取り組み、より多くの県政参画を図る必要がある。 

（イ）出前説明会 
県が重点的に取り組んでいる事業や課題を幅広くテーマに盛り込み、県民へ直接説明

することで当該施策への理解を深めていただくために、オンラインも活用しながら、建
設的な意見交換を行い、新たな施策の展開につながる事業にしていく必要がある。 

ウ 県政モニタリング事業 
  改善提案を効果的に事業反映につなげられるよう、県政モニターに検討していただく項

目をある程度絞り込み、テーマに関しより密度の高い議論を行うとともにより具体的な提
案が得られるようにする。 
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（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

とっとり若者活躍推進事業 20,191    20,191 

将来ビジョン － 

令和新時代創生戦略 大項目 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む 中項目（２）人財とっとり 

小項目 ③女性、高齢者、障がい者など多様な主体が輝く地域づくり 

ＳＤＧｓゴール（17 パートナーシップで目標を達成しよう） 

政策項目 Ⅲ 人・暮らし 

④若者が活躍する県政スタイルに向けて、ふるさと教育を進め、若者と共にSNSな

ど地域の魅力発信等を展開 

１ 事業の目的、概要 

人口減少を前提とした社会において、持続可能な地域の実現のためには、次世代を担う若者がその力

を地域で最大限発揮できる仕組みづくりと若者と多様なステークホルダーが連携し具体的な取組を進

めていくことが必要であり、これまでに蓄積してきたネットワーク・ノウハウを最大限活用しながら「若

者が輝く鳥取県」の実現に取り組む。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）とっとり若者活躍局設置事業 

   次世代を担う若者の自発的かつ自由な発想で、移住定住や出会い・子育て対策などの地域課題解決

や地域活性化、地域の魅力発信等の活動を行うことを目的として、県内の高校生から30代を対象に公

募で集まったメンバーにより、令和５年８月に「とっとり若者活躍局」を発足した。 

発足後は、定例会議を月１回程度開催しながら、県への政策提案やメンバー自身が企画・実施する

プロジェクト活動に取り組んだ。 

・メンバー数  36名 （内訳：高校生５名、大学生18名、社会人13名） 

・主な活動 

とっとり未来創造タスクフォースと共同で政策提案会を開催し、若手政策集を提出 

地域課題解決に向けたプロジェクト活動６件に取り組み、その成果について報告会を開催 

 

（２）若者活躍支援事業 

ア サステナブルとっとり甲子園事業 

    若者主体の持続可能な地域づくり活動プラン（要件：３つ以上のSDGsのゴールへの貢献）を募集

し、県政参画電子アンケートを活用した「レッツ、サステナブル！とっとりユースアイデアオーディ

ション」を実施した。 

・応募件数 15件、選定件数 10件 

※選定されたプランに対する補助事業（補助率：10/10、補助上限：300千円＋クラウドファンディ

ング手数料）は令和６年度に繰り越して実施 

イ 若者チャレンジ支援事業 

    若者の主体的活動の促進及び若者が地域で活躍する鳥取らしい持続可能な地域づくりに繋げて

いくため、若者による新規・試行的な地域づくり活動等を支援した。 

・補助内容 補助率：10/10、補助上限：150千円（クラウドファンディング手数料は別途） 

   ・応募件数 ５件、採択件数 ３件 

 

（３）若者の活躍で地域を元気にする事業 

   地域で活動する若者の裾野拡大を目指すため、地域づくり団体等と地域づくり活動のきっかけがな

い大学生とのマッチングを行い、交通費を助成して大学生を地域活動に送り込んだ。 

  ・開発した地域活動メニュー ８件 

  ・マッチングした学生数   25名 
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（４）「SDGs×デジタル」地方創生ＤＸラボ事業 

県及び慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（SFC）の共催により、大学の知的活動の本質を体験する

「未来構想キャンプ」を県内で開催し、「ヘルスケア×デジタル技術」をテーマとした地域課題解決

手法の調査研究、実証（フィールドワークやワークショップなど）を実施した。 

キャンプ実施後は慶應義塾大学学生が日南町を再訪問して実証実験を行い、令和６年２月に鳥取市

で開催した「とっとり未来共創フォーラム」において、その事例発表や展示を行った。 

  ＜未来構想キャンプ2023 in 鳥取（日南町）＞ 

・期 間  令和５年８月２日（水）から４日（金）まで（２泊３日） 

・場 所  日南町役場、日南病院、日南町健康福祉センターほか町内施設 

・参加者  高校生15名（うち県内４名、県外11名） 

慶應義塾大学環境情報学部 高汐一紀研究室及び関係者11名 他 

  ・発表内容 ロボットを活用した高齢者等の見守り・コミュニケーション支援他３件 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）成果 

ア とっとり若者活躍局設置事業 

  県内の熱意ある若者世代が一体となって地域活性化や魅力発信等に資するプロジェクトを企画・

実施することにより、若者がチャレンジできる機運が醸成された。 

政策提案のうち６件が令和６年度当初予算要求事業につながるとともに、２件は予算措置なしで

実現した。 

イ 若者活躍支援事業 

  地域で若者が主体となって実施する活動を後押しすることにより、更なる地域活動の輪の拡大に

つながった。 

ウ 若者の活躍で地域を元気にする事業 

  若者を求める地域に地域づくりに関心のある学生を一定数送り込むことができた。 

エ 「SDGs×デジタル」地方創生ＤＸラボ事業 

    未来構想キャンプで生まれた研究テーマのうち２テーマについては日南町が社会実装を目指す

など、若者提案をきっかけとした受入市町村の地域課題解決に向けた動きが形成された。 

 

（２）課題 

ア とっとり若者活躍局設置事業 

広聴活動を取り入れるなどメンバー以外の意見も取り入れた政策提案を行うとともに、より多く

の若者も巻き込んだ活動となるよう運用を見直す必要がある。 

イ 若者活躍支援事業 

  持続的な取組とするため、地域の企業・団体等との連携など、様々なステークホルダーへの呼び

掛けやマッチングのサポートなどを行う必要がある。 

ウ 若者の活躍で地域を元気にする事業 

  地域づくり活動のきっかけがない学生だけでなく関心のない層の参加につながるよう、取組を工

夫する必要がある。 

エ 「SDGs×デジタル」地方創生ＤＸラボ事業 

    未来構想キャンプから生まれた調査研究の成果を横展開するなど、県内他地域に事業実施効果を

波及させる必要がある。 
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（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

ＳＤＧｓ推進事業 4,080    4,080 

将来ビジョン ＳＤＧｓの理念が県民に広く浸透し、県民の参加と協働による環境保全・社会的課

題解決・経済活動の好循環などの持続可能な仕組みが確立されている。 

令和新時代創生戦略 大項目 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む 中項目（２）人財とっとり 

小項目 ③女性、高齢者、障がい者など多様な主体が輝く地域づくり 

ＳＤＧｓゴール（17 パートナーシップで目標を達成しよう） 

政策項目 Ⅰ ふるさとの元気 

⑫企業、若者、地域、NPO、行政等の連携によるＳＤＧｓ推進プロジェクトを展開

し、安心で持続可能な世界に貢献 

１ 事業の目的、概要 

２０１５年９月の国連サミットで採択された「ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）」の達成に向けた、

持続可能な地域社会づくりのため、官民連携ネットワークによるＳＤＧｓの普及啓発を行うとともに、

子どもたちを含む県民や企業の実践拡大を図る。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）オール鳥取県でのＳＤＧｓ推進事業 

 ア 官民連携ネットワークの運営 

・官民連携組織「とっとりＳＤＧｓネットワーク」の構成員が「とっとりＳＤＧｓシーズン」中

に関連イベントを実施するとともに、若者主体の持続可能な地域づくり活動プランへの投票や

鳥取大学でのＳＤＧｓ表彰への協力など、ＳＤＧｓ実践拡大に連携して取り組んだ。 

イ とっとりＳＤＧｓパートナー制度の運営 

・ＳＤＧｓパートナー間の相互理解及びＳＤＧｓ活動のサポートのため、とっとりＳＤＧｓパー

トナー登録団体等に対し、メールマガジンによる情報提供を１５回行った。 

・ＳＤＧｓに積極的に取り組む団体等の活動を「見える化」し横展開を促していくため、取組紹

介記事を新聞に４９回掲載した。 

 

（２）ＳＤＧｓ普及啓発事業 

 ア とっとりＳＤＧｓポータルサイトの運営 

・とっとりＳＤＧｓシーズンの情報の掲載や、鳥取県教育ポータルサイトとの連携を行い、広く

ＳＤＧｓの情報を掲載した。 

 イ とっとりＳＤＧｓ伝道師・とっとりＳＤＧｓ子ども伝道師 

・ＳＤＧｓ普及啓発の核となるＳＤＧｓの伝道師により、県内各地の学校や団体等にＳＤＧｓの

理念の普及や事例紹介等を実施した。 

・学校等でＳＤＧｓを学んだ３校を「子ども伝道師」に任命し、地域と積極的に関わる活動など

子どもの自律的かつ主体的なＳＤＧｓの普及啓発や実践拡大の後押しを行った。 

ウ とっとりＳＤＧｓ子どもアンバサダー 

・「とっとりＳＤＧｓ子ども伝道師」を対象に、ジャマイカの子どもとの交流や発展途上国の文

化や課題などにも触れる機会を提供することで、ＳＤＧｓの本質を知り、自身の環境を見つめ

直す機会を提供した。 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）成果 

とっとりＳＤＧｓパートナーの登録件数が目標値を大幅に上回ったほか、ＳＤＧｓフェスタへの出

展により、ＳＤＧｓの理解促進、実践拡大につながった。 

事業目標 目標値（期間） 実績（期間） 前年（期間） 

とっとりＳＤＧｓパー

トナー登録数（累計） 

５００件 

（Ｒ２～Ｒ６） 

５９３件 

（Ｒ２.９～Ｒ６.３） 

５５７件 

（Ｒ２.９～Ｒ５.３） 

（２）課題 

   ＳＤＧｓの実践拡大に向けて、地域課題解決マッチングサイト「とっとりアイデアマーケット」の

活用など、多様なステークホルダーの連携・協働につながる取組を進めていく必要がある。 
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（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

とっとりＳＤＧｓパートナーシップ

加速化事業 
5,271    5,271 

将来ビジョン ＳＤＧｓの理念が県民に広く浸透し、県民の参加と協働による環境保全・社会的課

題解決・経済活動の好循環などの持続可能な仕組みが確立されている。 

令和新時代創生戦略 大項目 Ⅱ 人々の絆が結ばれた鳥取のまちに住む 中項目（２）人財とっとり 

小項目 ③女性、高齢者、障がい者など多様な主体が輝く地域づくり 

ＳＤＧｓゴール（17 パートナーシップで目標を達成しよう） 

政策項目 Ⅰ ふるさとの元気 

⑫企業、若者、地域、NPO、行政等の連携によるＳＤＧｓ推進プロジェクトを展開

し、安心で持続可能な世界に貢献 

１ 事業の目的、概要 

   令和２年度以降、ＳＤＧｓの普及啓発、実践拡大の土台となる各種取組を推進することにより、民間

調査機関が実施した「地域別ＳＤＧｓ評価」で３年連続都道府県１位になるなど、ＳＤＧｓの理念と実

践は着実に本県に根付きつつある。令和４年度にはＳＤＧｓ未来都市にも選定され、地域におけるＳＤ

Ｇｓ達成に向けて、これまでに構築した土台を強化・発展させるとともに、ＳＤＧｓの達成に不可欠と

なるパートナーシップによる取組を更に加速させる。 

 

２ 事業の内容、実施の状況 

（１）とっとりＳＤＧｓシーズン２０２３ 

・「サステナブルな未来かがやく、とっとりＳＤＧｓ」をテーマとし、鳥取発のＳＤＧｓ普及啓

発・実践強化期間「とっとりＳＤＧｓシーズン２０２３」を１０月から１２月の期間に開催し

た。１０月にはシーズン初の対面でのオープニングイベントを実施した。 

・イベントでは、「とっとりＳＤＧｓ子ども伝道師」の任命式・活動報告や、ＳＤＧｓ伝道師による

ＳＤＧｓ講座、とっとりＳＤＧｓネットワーク構成員やとっとりＳＤＧｓパートナー等による体験

型の出展ブースなど個人・企業・団体が一体となって、ＳＤＧｓの更なる普及啓発や実践拡大につ

ながるイベントを実施した。 

・県及び県内市町村で構成する「とっとりＳＤＧｓ自治体ネットワーク」により、公共施設での展示

や広報誌での記事掲載に連携して取り組んだ。 

（２）とっとりＳＤＧｓビジネスアワード事業 

・ＳＤＧｓ推進のモデルとなる優れた取組を行う企業を表彰する「とっとりＳＤＧｓビジネスア

ワード」を、ビジネスとして持続的な取組であるかなどの評価ポイントをより明確にして実施し

た。 

・とっとりＳＤＧｓパートナーを中心に１７事業者から応募があり、審査会において最優秀賞、特別

賞それぞれ１社を選定し、県内企業のモデルとなる優れた取組として「とっとり元気フェス」で表

彰するともに、取組紹介動画や新聞特集記事等により取組の発信を行った。 

 

３ 事業成果（改善状況）・課題等 

（１）成果 

・県内企業・団体等によるＳＤＧｓオープニングイベントへの出展やシーズン連携イベントを集中的

に実施することで、ＳＤＧｓの実践拡大に向けた機運を醸成した。 

・身近な企業や団体の取組をＳＤＧｓのゴールと紐づけを行い、発信を行うことで、それぞれが取組

を見つめ直す機会となったほか、表彰及び新聞の特集記事や取組紹介動画等による発信を行うこと

により、他の企業へ横展開や実践拡大に加えて、県民のＳＤＧｓの理解促進につながった。 

 

（２）課題 

 ＳＤＧｓの実践拡大に向けて、地域課題解決マッチングサイト「とっとりアイデアマーケット」の

活用などパートナーを含めた多様なステークホルダーの連携・協働に繋がる取組を進めていく必要が

ある。 
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６ 決算資料 

一般会計（歳入） （単位：円） 

区 

分 
科  目 

予    算    現    額  

調 定 額 

 

Ａ 

 

収入済額 

 

Ｂ 

 

不納欠損額 

 

Ｃ 

 

収入未済額 

 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

備 考 
当初予算額 補正予算額 

継続費及び 

繰越事業費 

繰越財源充当額 

計 

歳 

 

 

入 

総務手数料 1,191,000 0 0 1,191,000 3,060 3,060 0 0  

総務費国庫補助金 8,067,000 2,750,000 0 10,817,000 2,750,000 2,750,000 0 0  

利子及び配当金 1,000 0 0 1,000 1,350 1,350 0 0  

物品売払収入 250,000 0 0 250,000 41,590 41,590 0 0  

総務費寄附金 45,910,000 △23,020,000 0 22,890,000 10,480,420 10,480,420 0 0  

個人情報保護審査会

事務受託事業収入 
239,000 0 0 239,000 0 0 0 0 

 

雑入 118,000 0 0 118,000 69,205 60,750 0 8,455 
過年度に係る

収入未済額 

合  計 55,776,000 △20,270,000 0 35,506,000 13,345,625 13,337,170 0 8,455 
 

 

 

一般会計（歳出） （単位：円） 

区 

分 
科  目 

予    算    現    額  

支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

支出済額の内訳  

翌 年 度 

繰 越 額 

Ｃ 

 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

備 考 
当初予算額 補正予算額 

継続費及び 

繰越事業費 

繰 越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

 

計 

Ａ 

本 庁 出納機関 

歳 

 

 

出 

一般管理費 13,263,000 0 0 0 13,263,000 13,263,000 13,263,000 0 0 0  

広報費 16,942,000 △2,295,000 0 △164,000 14,483,000 13,140,258 13,140,258 0 0 1,342,742  

文書費 2,030,000 0 0 164,000 2,194,000 565,852 565,852 0 0 1,628,148  

計画調査費 153,617,000 10,367,000 0 0 163,984,000 133,559,496 128,868,756 4,690,740 3,374,000 27,050,504  

労政総務費 8,806,000 0 0 0 8,806,000 8,806,000 8,806,000 0 0 0  

合  計 194,658,000 8,072,000 0 0 202,730,000 169,334,606 164,643,866 4,690,740 3,374,000 30,021,394 
 

 

 

 



 

 

 

1
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７ 事業別実施状況調べ 

（単位：円） 

事 業 名 

予    算    現    額 
支出済額 

（決算額） 

Ｂ 

翌年度 

繰越額 

Ｃ 

差引残額 

（不用額） 

Ａ-Ｂ-Ｃ 

執行 

率 

B/A 

事業計画と実績・成果、 

繰越、不用額の理由等 当初予算額 補正予算額 

継続費及び

繰越事業費

繰 越 額 

予 備 費 

支出及び 

流用増減 

計 

Ａ 

（一般管理費）           

県民参画協働

課管理運営費 

13,263,000 0 0 0 13,263,000 13,263,000 0 0 100% ・県民参画協働課の予算・決

算業務や連絡調整が必要な

業務を実施した。 

目  計 13,263,000 0 0 0 13,263,000 13,263,000 0 0 100%  

（広報費）           

総合受付等運

営費 

8,315,000 0 0 0 8,315,000 7,773,790 0 541,210 93% ・総合受付案内窓口におい

て、県庁を訪れる方に対す

る所管所属等の案内、代表

電話の取次ぎ等を実施し

た。 

 

（主）県民参

画推進事業 

 

6,663,000 △2,295,000 0 △164,000 4,204,000 3,639,468 0 564,532 87% ・主な事業に関する調べのと

おり 

・164,000円は情報公開・個人

情報保護制度実施事業へ流

用 

 

デジタルサー

ビスを活用し

た多様な県民

の声発掘事業 

1,964,000 0 0 0 1,964,000 1,727,000 0 237,000 88% ・Ｘ（旧ツイッター）上の県

民の投稿を分析し、特定の

県政テーマに関し有効な県

民ニーズの把握が可能か検

証した。 

目  計 16,942,000 △2,295,000 0 △164,000 14,483,000 13,140,258 0 1,342,742 91%  

（文書費）           

情報公開・個

人情報保護制

度実施事業 

1,530,000 0 0 164,000 1,694,000 351,600 0 1,342,400 21% ・公文書の開示、個人情報の

流出防止対策等を実施し

た。 
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・164,000円は県民参画推進事

業から流用。 

・「行政機関等匿名加工情報」

に関する提案募集に応募が

なかったため不用額が生じ

た。 

 

個人情報保護

審査会諸費 

500,000 0 0 0 500,000 214,252 0 285,748 43% ・個人情報保護審査会を開催

し、審査請求の審議、答申

を行った。 

・事務受託している市町村に

係る案件がなかったため不

用額が生じた。（県：市町村

＝１：１） 

目  計 2,030,000 0 0 164,000 2,194,000 565,852 0 1,628,148 26%  

（計画調査費）           

令和新時代創

造県民運動推

進事業 

 

13,435,000 △954,000 0 0 12,481,000 11,200,714 0 1,280,286 90% ・地域の活性化を一層進める

ため、地域づくり団体が取

り組む新規・試行的な活動

や発展的な取組を支援する

とともに、優良事例を表彰

した。 

 

とっとり県民

の日総合推進

事業 

1,105,000 0 0 0 1,105,000 1,056,104 0 48,896 96% ・ふるさと講師を小学校や公

民館に派遣するとともに、

学校における一斉取組の実

施、大型商業施設やスー

パーマーケットでのＰＲイ

ベント等を開催した。 

 

（主）とっと

り若者活躍推

進事業 

0 26,648,000 0 0 26,648,000 20,190,937 3,374,000 3,083,063 76% ・主な事業に関する調べのと

おり 

・若者活躍支援事業（サステ

ナブルとっとり甲子園事
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業）について、令和５年度

中に若者の地域づくりプラ

ンの公募及び優良プランの

選定を実施し、選定された

プランの実現に向けたブ

ラッシュアップ及び補助事

業を令和６年度に実施する

ため翌年度へ繰り越した。 

 

とっとり県民

活動活性化セ

ンター事業 

62,933,000 0 0 

 

0 

 

62,933,000 60,435,067 0 2,497,933 96% ・（公財）とっとり県民活動活

性化センターに地域づくり､

ＮＰＯ活動、ボランティア

活動に係る支援業務の委

託・補助を行った。 

 

公民連携推進

事業 

10,674,000 △2,000,000 0 0 8,674,000 6,535,203 0 2,138,797 75% ・鳥取県公民連携推進事業補

助金審査・検証委員会等に

て採択された６団体に対し

補助を行い、官民協働で計

画策定４件及び事業実施２

件を行った。 

 

持続可能な地

域づくり団体

支援事業（ギ

フ鳥） 

44,648,000 △20,111,000 0 0 24,537,000 11,848,063 0 12,688,937 48% ・地域づくり団体の支援者が

個別の団体を指定して、ふる

さと納税の方法により寄附

できる仕組みを作り、寄附額

の４／５を当該団体に交付

した。 

・寄附者からの寄附を原資と

して団体に寄附金を交付す

る仕組みであり、年明け以

降の寄附にも対応できるよ

うにしていたところ結果と
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して寄附が得られなかった

ため不用額が発生した。 

 

県政推進費  386,000 △252,000 0 0 134,000 133,580 0 420 100% ・パートナー県政推進会議 

県政への県民意見の反映等

について議論することを目

的として、知事、部長と県

政委員の出席により「地域

の活力による「輝くふるさ

と鳥取」づくり」をテーマ

として会議を開催した。 

・伸びのびトーク 

県民（住民、NPO法人、経済

団体、地域活性化等に取り

組む団体等）と行政関係者

等が、その地域が直面する

課題などについて意見交換

を行う会議を３町（日野

町、三朝町、湯梨浜町）で

開催した。 

 

（主）SDGｓ

推進事業 

8,337,000 0 0 △930,000 7,407,000 4,079,813 0 3,327,187 55% ・主な事業に関する調べのと

おり 

・930,000円はとっとりSDGs

パートナーシップ加速化事

業へ流用 

・とっとりSDGs伝道師の活動

が県内に周知され、個別に

講演などを依頼するケース

も出てきているなど、SDGs

伝道師制度の活用が民間企

業を中心に減少したことに

より、講師報償費・旅費、

講師派遣の調整等に係る人
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件費が減額となったため不

用額が発生した。 

 

（主）とっと

りSDGsパート

ナーシップ加

速化事業 

4,860,000 0 0 930,000 5,790,000 5,270,570 0 519,430 91% ・主な事業に関する調べのと

おり 

・930,000円はSDGｓ推進事業

から流用。 

 

みんなでやろ

う！SDGs実践

応援事業  

0 7,036,000 0 0 7,036,000 6,740,017 0 295,983 96% ・SDGsに関する活動の実践に

対するポイント付与事業を

通じて、本県の３つの施策

分野における県民の施策へ

の理解及び行動変容を図っ

た。 

 

地域共生社会

の未来を創る

人材育成事業 

7,239,000 0 0 0 7,239,000 6,069,428 0 1,169,572 84% ・地域で活動する団体や人材

の育成を行う「とっとり研

志塾」、若者や地域活動団体

をつなぐ「とっとり元気

フェス」等を実施し、地域

の担い手育成を図った。 

目  計 153,617,000 10,367,000 0 0 163,984,000 133,559,496 3,374,000 27,050,504 81%  

（労政総務費）           

シルバー人材

センター活性

化事業 

8,806,000 0 0 0 8,806,000 8,806,000 0 0 100% ・（公社）鳥取県シルバー人材

センター連合会の各種事業

及び運営経費に対して補助

を行った。 

目  計 8,806,000 0 0 0 8,806,000 8,806,000 0 0 100%  

合  計 194,658,000 8,072,000 0 0 202,730,000 169,334,606 3,374,000 30,021,394 84%  

 

 

８ 予備費の充用調べ 

  該当なし 
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９ 現金の取扱状況 

（１）現金取扱状況 

収入科目（節） 収入済額（円） 件数（件） 備         考 

総務管理手数料 90 1 保有個人情報開示手数料 

物品売払収入 50,190 53 刊行物売払収入（県民参画協働課）、ピンバッジ売

払収入（広報課） 

雑入 55,980 21 公文書・保有死者情報等複写代金 

合  計 106,260 75  

 

（２）つり銭の状況 

（令和６年３月３１日現在） 

つり銭の有無 有 つり銭の額（円） 17,800 

 

 

１０ 財産に関する調べ  

（１）公有財産 

ア～ケ 

 該当なし 

 

コ 出資による権利 

(令和６年３月３１日現在） 

区  分 
前年度末 

(数量、金額) 

本年度中 本年度末 

（数量、金額） 
法 人 名 備考 

増 減 

出えん金 

円 

3,000,000 

円 

0 

円 

0 

円 

3,000,000 

公益財団法人とっ

とり県民活動活性

化センター 

 

合  計 3,000,000 0 0 3,000,000   
 

 

（２）金券類の保有状況 

ア 金券の保有状況 

○有  ・ 無 

 

イ タクシーチケットの保有状況 

（令和６年３月３１日現在） 

前年度末未使用枚数 
本  年  度  中 

本年度末未使用枚数 
購 入 枚 数 使用枚数及び金額 

22 枚 

 

0 枚 

 

0 枚 22 枚 

 円 

 

 

（３）基 金 

（令和６年３月３１日現在） 

種  別 前年度末 
本  年  度  中 

本年度末 備  考 
増 減 

鳥取元気づ

くり推進基

金 

円 

72,895,766 

円 

0 

円 

0 

円 

72,895,766 

 

合  計 72,895,766 0 0 72,895,766  
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（４）債 権 

   該当なし 

 

 

１１ 財産の貸付け及び使用許可調べ 

   該当なし 

 

１２ 借受不動産明細調べ 

   該当なし 

 

１３ 職員駐車場の管理状況調べ 

   該当なし 

 

１４ 寄附物件の受納状況調べ 

   該当なし 

 

１５ 備品の処分状況調べ 

 

品  名 

(規格・銘柄) 

(保管換年月日) 

取得年月日 

不 用 

決 定 

年月日 

処          分 

備 考 
売払 

棄却 

の別 

売払方法・ 

棄却理由 

処 分 

年月日 
売払額 処分費用 

液晶カラーテ

レビ 

（三洋電機Ｌ

ＣＤ－３０Ｈ

Ｄ３） 

H17.6.27 R5.9.13 棄却 経年劣化によ

る故障のため 

R5.9.25 円 3,232円 

（家電リ

サイクル

料金等） 

 

 

合  計       3,232円  

 

１６ 貸付金等状況調べ 

   該当なし 

 

○ 意見、要望等 

 

（１）業務に関する意見・要望等 

特になし 

 

（２）監査委員事務局に対する要望等 

特になし 

 


